










































































































































































































































































































































































②増村宏著 『遣唐使の研究』、同朋舎出版、 一九八八年、 三八八頁。





⑦榎一雄 「梁職貢図の流伝について」 （鎌回博士還暦記念会編 『歴史学論叢』所収、 一九六九年九月）
は李伯時を 「恐らくは唐代の画家であったろうか」と推測しているが、 『朱子語類J（巻一二七・本
朝一 ・哲宗朝） に 「紹聖四年、長安民家得秦璽、改元元符。是時下公卿雑議、莫有知者。李伯時波
多識、緋其果秦翼、遂降入賞赦Jとあるところをみれば、紹聖四 （－0九七）年まで生きている宋
代の人物である。
⑧加藤順一「『朝野余載jに見える 「日本国使人j一一遣唐使人の容姿をめぐって一一」、f芸林j第
三八巻第三号、一九八九年九月。
-14一
⑨池田温「日本国使人とあだ名された日延酢J、『日本歴史j五一三号、一九九一年二月。
⑩森克己著 『遣唐使j、至文堂、 一九九O年重版、九四頁。
⑪森克己前掲書、九七頁。
⑫この絵画の考証について、詳しくは拙著『唐から見た遣唐使J（講談社、 一九九八年）九九～ー0
四頁を参照されたい。
＊図版のうち、図3は週刊朝日百科 日本の歴史別冊歴史を読みなおす4r遣唐使船東アジアの
なかでJ(1994年1月）より転載した。
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